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腫瘍医学分野 
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2. 池田裕明: T 細胞を利用したがん免疫療法, 医学のあゆみ: 27-31, 2018 
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輸注療法の開発, 第 22 回日本がん免疫学会総会プログラム・抄録集: 101-101, 2018 
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がん学会プログラム: 2018 
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後不良を示す, 第 77 回日本がん学会プログラム: 2018 
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2018 

11. 岡田怜美, 池田裕明: 内因性 TCR および MHC 発現の抑制により非自己 T 細胞の利用を可能にした T 細胞輸注療法
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学会発表数 

A－a A－b B－a B－b 
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 0 2 1 8 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

池田裕明・教授 評議員・学会誌 Cancer Science：Associate Editor 日本癌学会 

池田裕明・教授 理事・評議員・学術委員会委員長 日本がん免疫学会 

池田裕明・教授 評議員 日本遺伝子治療学会 

池田裕明・教授 科学研究費委員会専門委員 日本学術振興会 

池田裕明・教授 専門調査員 文部科学省科学技術・学術政策研究センター 
 
競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

池田裕明・教授 文部科学省 代表 基盤研究(B) 
難治性腫瘍に対する非自己ステルス細胞を

用いた細胞療法の開発 

池田裕明・教授 文部科学省 代表 挑戦的研究(萌芽) 
消化器腫瘍のネオアンチゲン同定と免疫抑

制ネットワーク解除による個別がん免疫療

法 

池田裕明・教授 文部科学省 分担 基盤研究(C) 
遺伝子改変同種リンパ球による移植後再発

腫瘍治療モデル開発と安全性基盤の確立 

池田裕明・教授 文部科学省 分担 基盤研究(C) 
抗原性を消失させた肝細胞シート移植によ

る免疫寛容導入の試み 

池田裕明・教授 日本医療研究開発機構 代表 次世代がん医療実用化研究事業 
がん細胞の遺伝子変異を認識する腫瘍浸潤

リンパ球の TCR レパトアと認識抗原解析に

基づく効果予測法の確立と、同定 TCR によ

る革新的な個別がん免疫療法の開発 

池田裕明・教授 日本医療研究開発機構 代表 革新的がん医療実用化研究事業 
NY-ESO-1 抗原特異的 TCR 遺伝子導入 T リ
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ンパ球輸注による同種移植後再発難治性成

人 T 細胞白血病リンパ腫を対象とした多施

設共同臨床第Ⅰ相医師主導治験 

池田裕明・教授 長崎大学 代表 重点研究課題研究費 
個別がん医療のトランスレーショナル・リサ

ーチ実践を目指した基盤構築 

村岡大輔・准教授 文部科学省 代表 基盤研究(C) 
腫瘍局所マクロファージの形質決定分子を

標的とした新規治療法の開発 

村岡大輔・准教授 文部科学省 分担 基盤研究(B) 
IDO/TDO 二重阻害に基づく新規がん免疫治

療薬の開発に向けた創薬基盤研究 

池田裕明・教授 タカラバイオ株式会社 siTCR 技術を用いた、がんに対する T 細胞輸

注療法の開発 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

池田裕明・教授 非常勤講師（腫瘍免疫） 岡山大学 

池田裕明・教授 非常勤講師（生化学） 島根大学 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

池田裕明・教授 執筆 日本経済新聞 2018/1/29 「がん VS 免疫療法攻防 100 年高コスト

や副作用課題」 
 
○特筆すべき事項 

①長崎大学発のシーズで ATLL を対象とした遺伝子改変 T 細胞輸注療法の多施設共同医師主導治験を実施中。 


